
電気興業株式会社 2026 年 3 月期 第 2 四半期決算 

投資家様向けオンライン説明会 質疑応答 

（2025 年 11 月 19 日 開催） 
 

<質問１> 

前期の上期決算では 5 億円程度の営業損失を計上していましたが、今回決算では営業黒字を計上し

ています。今期の期末予想は現時点で変更無しという認識で問題無いでしょうか。 

 

回答：  

昨年度第 4 四半期より米国関税の影響による自動車業界の設備投資抑制が生じており、当社にお

いても高周波部門の期末受注残高が昨年度を下回る結果となりました。高周波部門の中でも主翼を

担う誘導加熱装置は、リードタイムが 8～10 カ月程度であるため、業績に影響が生じるのは今年度下

期以降が中心となる見込みです。また受注活動においても、市場全体の需要が縮小していることから、

従来より競争が激化している状況です。 

一方、電気通信部門においては、移動通信が期初予想より上振れしているものの、固定無線や防衛

においては工期の長い案件が多いため、工事進捗状況に今期売上が左右されるなどといった不透明な

要素も残っております。 

そのような状況に鑑み全社の期初予想を据え置いておりますが、業績の向上に向けて、積極的な受

注活動の継続ならびに確実な消化体制の整備による売上・利益確保に努めてまいります。 

 

<質問 2> 

高周波部門は前年度上期と比べて増収減益となっていますが、その理由について教えてください。 

 

回答：  

今年度上期においては、前期受注案件の消化と既存設備向けの部品交換・メンテナンス需要の取り

込みを推進したため、わずかに増収となりました。 

2025 年当初より、米国関税政策に伴う自動車市場全体の設備投資抑制が当社事業にも影響を

及ぼしております。減少した需要をめぐる誘導加熱装置市場の競争環境が激しくなったことにより、市場

全体の利益率が低下したことが増収減益の要因であると考えております。 

停滞していた設備投資需要については底打ちの傾向が見られますが、今年度上期より実施している

部品のリプレースや装置へのメンテナンス需要の掘り起こしを今後も進めてまいります。その他にも自動車

以外の領域への展開などを推進し、売上・利益水準双方の向上に努めてまいります。 

 

以 上 


